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ま え が き 

 

 本資料シリーズは、日本社会の大きな変動の中における若者の地域移動の位置付けについ

て、エビデンスに基づき検討を行おうとするものである。今後日本社会は少子高齢化による

人口減少により大きな変化を遂げるものと予想されているが、足元の状況を把握する基礎資

料はいまだ乏しい。本資料シリーズは従来とは異なる見地から検討を行うことを通じて、議

論を豊かにすることを目指している。今回の調査に当たり、時間を割いてインタビューや資

料の提供にご協力下さった関係者の皆様にお礼を申し上げたい。本資料シリーズが、関係者

の皆様のお役に立てば幸いである。 
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